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 審査小委員会は、4回（2016年 6月 4日、8月 6日、10月 15日、2017年 1月 7日）
にわたり、奥井氏への聞き取りの場を設け、論文の詳細な検討と議論を行い、審査委員























第 1章 政治的・経済的自由度指標と世界各国の経済体制 
第 2章 政治的・経済的自由度指標と世界各国の経済パフォーマンス 
第 3章 政治的自由と経済的自由の因果性 
第 4章 政治制度の公共選択 




















 政治的自由度（民主化の程度）を測る指標として、EIU（The Economist Intelligence Unit）
の民主主義指標（The Democracy Index）、非営利団体フリーダムハウス（Freedom House）
による政治的権利指標と市民自由指標および Polity IV プロジェクト（George Mason 
University and Center for Systemic Peace）の Polity2指標が挙げられている。一方、経済的
自由度（市場化の程度）を測る指標として、ヘリテージ財団（Heritage Foundation）に
よる経済自由度指標（Index of Economic Freedom）およびフレーザー研究所（The Fraser 
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よれば、「政治的自由度  →  経済的自由度」の因果関係が有意に示されている。 
 
第 1章から第 3章までの関連論文 
奥井 克美(2011)「政治的・経済的自由度指標と世界各国の経済パフォーマンス」『追
手門経済論集』第 47巻 1号、pp.73-119。 
Dawson, John, W.(2003)  “Causality in the Freedom-Growth Relationship,” European 
Journal of Political Economy, Vol.19, No.3, pp.479-495. 
Holtz-Eakin, D., Newey, W., and Rosen, H., S.(1988) “Estimating Vector Autoregressions with 































































































済研究』『国際政策ジャーナル』および、Business, Management and Economics の国際学
会の Selected Proceedings に、奥井氏は査読付き論文を掲載している。また、審査小委
員会でのやりとりを通じ、精力的に改訂を加え、より精緻な結果を出したことも評価で
きる。 
















支配されていると思うが、これは J. Buchanan の契約論的自由主義の影響が大きいから
だとも推察される。国際関係の現実を踏まえると、奥井氏の考えている様な国家間、経
済体制間の合意形成は容易でないであろうが、社会科学の研究を志す者が共通して持つ
べき永遠の検討課題と考えるべきなのかもしれない。 
 全体として、各部分での粗さは残るものの、理論を理解しつつ実証分析を行い、この
広い分野を大きくカバーし見通そうとした試みを評価したい。 
 
5．結論 
 審査小委員会は、本論文が、今後の課題とすべき問題点はあるものの、一定水準の結
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果を得ており、論文博士を授与するに値する優れた論文であると考える。よって、審査
員一同は、奥井克美氏が博士（経済学）の学位の授与に値するとの結論に達した。 
